
ビジター	 沼南ロータリークラブ
	 	 荻野会員　新田次年度会長
ゲスト	 我孫子青年商工会議所　
	 	 坂本理事長、梶理事
　　　　	 国際飢餓対策機構
	 	 国際人材部部長　森田哲哉様
	 司法書士　服部広司様

第２１１０回例会報告議事録
日時　２１年６月９日（火曜日）
場所　ホテル　マークワン　我孫子
時間　１２：３０点鐘
ロータリーソング「奉仕の理想」

星野出席委員長出席報告
出席率８５.７％

国際飢餓対策機構国際人材部部長　森田哲哉様卓話
　本日は我孫子ロータリー
クラブの大変貴重なお時間
をいただきまして、誠にあ
りがとうございます。
　私たちが目指しているの
は、ただお腹が一杯にな
るための飢餓対策ではあ

りません。人間には肉体だけでなく心もありま
す。日本等、お腹は満たされるけれど心は満た
されない、そういう社会がたくさんあります。そ
れぞれが素晴らしい能力、才能を授けられた者
として本当に人間があるべき姿に回復されるよ
うに、そういった世界を願っています。
　私たちは、食料をあげ続ける事では物事は
解決しない事をこれまでの数十年で学ばせて頂
きました。自分自身が食べられるようになるだ
けでなく、隣り人に仕えて行く。永続的にこの
社会が良い隣り人となって生きて行くにはどうす
ればいいのか、考えながら働き続けてきました。
　世界で飢餓人口はどれくらいなのか。世界の
人口は現在６７億と言われています。飢餓人口
は１０億です。アメリカの人口の３倍の人々が飢
えで苦しんでいます。そのほとんどがアフリカで
す。飢餓で亡くなっているのは、一日２万５千人
です。１分間に１７人。１７人中、１２人が子供
です。日本ではなかなか目にする事が出来ない
現状ですが、世界で実際に起きている事です。
　１９８４年頃のエチオピアでの大旱魃で、
１００万人位の方が亡くなりました。当時、緊急
の食料援助が中心だったのですが、そこから
地道に彼らが自活して行くための働きに関わら
せて頂きました。草さえ生えていない所で、子
供は石を口にしていました。
　エチオピアの中で食料を援助するという事を
越えて、援助を受けた人が与える人になること
を、自分が満たされるだけでなく自分を与える
ようになる、そんなプロセスを私たちは望んで

活動してきたのですが、そこで学んだ事をお伝
えしたいと思います。
　ティゲさんという４０代の女性の農協の活動
を支援させて頂きました。２０００年に行った時
は、牛の病気で農耕が出来ず、ティゲさんの夫
は一日中、覚醒作用のある葉っぱを噛んで働か
ず、３人のお子さんは学校にも行っていませんで
した。私たちは農協の組織化、帳簿の付け方、
ローンの組み方、マネージメントの仕方等で共に
関わらせて頂きました。今年の２月に行った時
は、自分たちで耕し、ティゲさんのお子さんは
３人共学校に行っていました。女性達が重い穀
物を何時間も掛けて運ばなくてよいように製粉
所も作っていました。彼女は「見えなかった目
が開かれました。自分が何かが出来る、という
ことを気付かされました」と話していました。
　テオドールさんという事業家は、１日１〜２食
の貧しい人たちから、もっと貧しい人たちのた
めにと稼いだお金を差し出されたことがきっか
けで、貧しい家庭の子ども達のための幼稚園を
経営しています。
　小さなことを形にして行動して行く。大きな
１０歩ではなく、小さな１歩をしよう、とエチオ
ピアでは言います。
　彼らは、事業を通して、自分の利益だけでな
く他者に伝えて行こう、地域を変えて行こう、と
いうビジョンを持っています。ロータリーの皆様
も同じような想いだと思います。
　私たち日本にあっては、遠い国で起きている
事はよくわかりませんが、私たちが世界の隣り人
とどのように生きているか、常に問い続けなけ
ればならないと思います。
　豊かな日本で、本来人間としてあるべき姿を
最大限生きて行かなければ、自分の人生を全う
しなければ、貧しい方々に対して本当に失礼だ
と思います。ありがとうございました。

フリカのある国を訪れ、餓死寸前の母と子を
目の前で見て、飢餓と貧困で亡くなっている
人々は地球上の至る所に存在していることを
強く認識したそうです。国際飢餓の実情を知
る機会を与えられた事、人として成長する機
会を与えられた事は本当に幸せな事だと思い
ます。

　今日は飢餓を知ると
いうことで、国際飢餓
対策機構の森田哲也さ
んをお招きしておりま
す。今月の「ロータリー
の友」にＤ.Ｋ.リー会長
のメッセージが書いて
あります。１９９０年代
後半に仕事の関係でア

鈴木公三会長会長挨拶

ばありがたいと思います。会費の一万円は当
日集金させていただきたいと思います。

　６月１６日（火）にデ
ィナーバイキング、ホタ
ルを見る夕べを開催し
ます。
２６名の参加予定です。
マイクロバスを準備しま
した。巡回経路をお配
りしました。時間に余
裕を持って出て頂けれ

立野親睦委員長親睦委員会報告

幹事報告　志賀幹事
　私事ですが、母の通夜、葬儀にたくさんの方にお見え頂き、ご焼香頂き、
本当にありがとうございました。

秋元パストガバナー様より週報受理の礼状が届いています。

・例会変更のお知らせ　
　・松戸北ＲＣ　６月２３日（水）移動家族例会
　　　　　　　　場所：ザ・クレストホテル柏　点鐘：１８：３０

志賀幹事幹事報告

ニコニコＢＯＸ
今回のニコニコボックスは、総て国際飢餓対策機構へ寄付。

【森田哲也氏プロフィール】
	 １９９７年〜	 国際飢餓対策機構ニカラグア勤務。
	 	 有機農業による野菜栽培、環境・土壌保全プログラムに従事。
	 ２００１年〜	 国際飢餓対策機構エチオピア勤務。
	 	 農村自立開発、農業復興、学校建設、旱魃時の緊急災害支援の国際協力活動全般の
	 	 運営に携わる。
	 現在、日本国際飢餓対策機構：国際人財部部長。海外プログラム担当。
【日本国際飢餓対策機構とは】
　人間の尊さを重んじて地球家族に奉仕する非営利のＮＧＯ（民間援助協力団体）です。国際飢餓対策機
構（ＦＨＩ）とパートナーになり、国連諸機関、民間諸団体などと協力し、アジア・アフリカ・中南米の開発
途上にある国々で、「世界の飢えた人々に食料と愛を」を標語に物心両面の飢餓対策にあたってきました。

我孫子青年商工会議所　坂本理事長の挨拶
　本日は例会にお招き
頂き誠にありがとうござ
います。
　青年会議所は明るい
豊かな町づくりを目指し
て、２０歳〜４０歳まで

の青年経済人で構成しております。皆様と同じ
ように我孫子の町を、日本を豊かで明るい所
にして行きたいということで活動しております
ので、皆さんのご子息等、ご紹介いただけた
らと思っております。
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